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平成２７年度第１回滋賀県環境こだわり農業審議会議事概要 
                             

 

１ 日 時  平成２７年６月１２日（金）１４：００～１６：００ 

 

２ 場 所  滋賀県農業教育情報センター１階 第１研修室 

 

３ 出席委員 池戸委員、井手委員、岡野委員、岡本委員、竹山委員、立花委員、筒居委

員、中井委員、永井委員、中谷委員、西原委員（代理：川上氏）、廣田委員、

福西委員、藤栄委員 

       （欠席：小澤委員、小西委員、吉田委員、若林委員） 

 

４ 資 料  資料１ 平成26年度環境こだわり農業推進基本計画の進捗状況について 

       資料２ 環境こだわり農業推進基本計画の改定について 

           環境こだわり農業推進基本計画の骨子案について 

５ 議 事 

（１）報告事項 

   平成26年度環境こだわり農業推進基本計画の進捗状況について 

 

【井手会長】 皆さん、こんにちは。 

本日は、非常に重要な協議事項といたしまして、「推進基本計画の骨子案

について」ということがございます。時間の制約もございますので、早速議

事のほうに移らせていただきたいと思います。 
ちなみに、骨子案につきましては、まずは事務局のほうにご説明していた

だいた後、皆様からのご意見をいただきたいと思っておりますが、特に重要

なところですので、できれば本日ご出席の皆様全てから何らかの形でご意見

をいただければというふうに思っております。お心積もりのほうをよろしく

お願いいたします。 
そうしましたら、次第に従いまして、まず議事の（１）報告事項、「平成

26年度環境こだわり農業推進基本計画の進捗状況について」ということでご

ざいます。 
こちらにつきましては、先の３月の審議会において一部報告していただい

たところではございますが、平成26年度について実績のほうが出そろったと

いうことで、改めてのご報告だというふうに理解しております。 
そうしましたら、事務局のほうからよろしくお願いいたします。 
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【事務局】  資料に基づき説明 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございました。以上、昨年度の進捗状況の確定版の報告

ということでございました。こちらにつきましては何かご質問等はございま

すでしょうか。 

中谷委員。 
 

【中谷委員】 皆さん、こんにちは。中谷と申します。よろしくお願いいたします。 

質問ではないのですが、私は野洲市安治で水稲、麦、大豆の専業農家をし

ております。そこで、私の地域では琵琶湖に面している地形ということもあ

りまして、環境こだわり農業に対しては熱心に取り組んでおりまして、地区

全体で取り組んでおります。 
それと、毎年なのですが、水稲の３分の１ほど、生き物を育む水田にも熱

心に取り組んでおりまして、魚のゆりかご水田にも地域的に熱心に取り組ん

でおります。 
私どもの地区では、農業組合があり、組合員全体が環境こだわり農産物に

熱心に取り組んでおります。以上です。 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。 

なかなか地域全体で環境こだわり、そしてゆりかご水田に取り組まれてお

られるのは、県内でもそれほど多くはございません。安治さんや栗見出在家

さん等が筆頭ですが、ぜひそういった地域が増えていっていただけばという

ふうに思っております。 
いかがでしょうか。 
はい、永井委員。 

 

【永井委員】 こだわり滋賀ネットワークの大津・高島支部の永井と申します。 

資料１の裏のほうなのですが、「環境こだわり農産物認証マークを」とい

うところの組織の数を書いていますが、これは地域でいうとどんなふうなん

でしょうか。例えば大津・高島支部でどの地域にどなたがいらっしゃいます

かというと、プライバシーの何とかということでなかなか教えてもらえない

状況なので、県全体としてはこの組織というのがどういうふうな形で取り組

まれているのか全くわからないので教えてください。 
 

【井手会長】 はい。事務局、お答えをお願いできますでしょうか。 
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【事務局】  組織といいますのは、農協の出荷部会であったり直売所の生産者部会であ

ったり、あと出荷・販売を目的にされておられる集落であったり、そのよう

な形のところで、例えば構成員さんがシールを貼って出しておられたら、一

つの組織というふうにカウントをさせていただいております。 

やはり地域としましては、東近江管内の地域が一番たくさんシールを貼っ

て出荷されているということもございます。 
 

【永井委員】 それは滋賀県の地図で数を示すということは駄目なのでしょうか。こうい

う資料に。 

 

【事務局】  数ですか。そうですね。点に落とすとかなり集中する形にはなるんですけ

れども、大体どこの地域に何組織あるというのはすぐ分かりますので、また

ご紹介できる機会がありましたら。 

 

【永井委員】 お願いします。 

 

【事務局】  はい。 

 

【井手会長】 たしか何回か前に、初めて地域別の取組割合の資料が出ていたような気が

しますが。 

 

【事務局】  そうですね。地域ごとの組織情報というのはお出しすることはできますの

で、まとめさせていただきたいと思います。あと県のホームページも産地の

情報ということで、公表してよいという方をお聞きして公表もしております

ので、次回は組織の情報をお出しするようにさせていただきたいと思います。 

 

【井手会長】 はい、ぜひお願いしたいと思います。 

いかがでしょうか。ほかに。 

岡野委員。 
 

【岡野委員】 すみません。一つ質問なのですけれども、生産者のレベルで見たときに環

境こだわり農業に取り組んでおられる方というのは、比較的若い方というか、

新規就農の方で広がっているのか、なかなか若い方には広まらずに従来から

の生産者さんのところで広がっているのか、その辺を教えてください。 

 

【井手会長】 取り組んでおられる農家の方の年齢層ということですね。何か事務局とし
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て、今お答えできるようなことは。 

 

【竹山委員】 現場サイドから言います。 

 

【井手会長】 竹山委員のほうからお願いします。 

 

【竹山委員】 私も生産者ですので。 

地域によっていろいろだとは思うのです。それと作物体系にもよってもい

ろいろだと思うのですけれども、若い人だから取り組むとか年寄りだから取

り組んでいないとか、そういったことは余りないかなというふうに思います。

特に水稲ですと、ＪＡ出荷の系統販売になってくると、それがスタンダード

化した設計になっていますので、大体お米を作るのだったら環境こだわり米

やぞというのがほぼスタンダード化されていると思うので、年齢層は余り関

係ないんじゃないかなというふうに思います。 
私、個人的には果樹もやっているのですけれども、これも作物というか、

品種、種類ですね。ブドウとかイチジクとか、そういったものによって違い

は生じているものの、これについては僕の感覚ですけれど、若い人のほうが

取り組みやすいかなと。２代目、３代目さんの果樹農家さんですと、やはり

先代から受け継いできた味とか肥料設計とか、結構こだわっておられるとこ

ろがあるで、そういう部分では難しいんじゃないかなというふうには思って

います。 

ちょっと現場の、私の個人的な感想です。 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。 

そしたら、事務局も今の話について。 
 

【事務局】  はい。年齢層というのは把握しておらないのですけれども、生産者のホー

ムページとか見させていただきますと、多分若い方が、うまく売り方の方法

として「こだわり米です」ということを訴えながら、有利販売につなげてい

ただいている、全部が全部ではないですけれど、そういう事例も見受けさせ

ていただいているところでございます。 

 

【井手会長】 藤栄委員。 

 

【藤栄委員】 明治大学の藤栄と申します。よろしくお願いいたします。 

今のご回答も含めて、私、実は研究で環境こだわり農業にどういう人が取
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り組んでいるのかということについて調査をしまして、これは県内の農家さ

んに対するランダムサンプリングというような形で、割と大量にご協力いた

だいて、県内の全域からデータをとった結果で申し上げておきます。数百と

いう回答からの結果なんですけれども、一つは高齢者の方、80歳以上の方に

ついてはやはり明確に取り組まない傾向があるということが示されていま

す。 
それともう一つは、農業所得がほぼないと、いわゆる自給的な栽培を行っ

ている方についても取り組まないという傾向は顕著に見られますので、そう

いった全体としての結果は出ている。 

この場合の作目とか地域についてはコントロールした上で、今のような結

果だということをお伝えしておきます。 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございました。 

ちなみに事務局、取組農家さんのいわゆる年齢も含めた属性データという

のは把握されているのでしょうか。 
 

【事務局】  年齢は把握しておりません。営農の形態、集落営農とか個人とか組織とか、

そういう項目は以前調査させていただいたんですが、年齢層は把握しておら

ないですね。 

 

【井手会長】 環境こだわりの申請段階の書式の中には、特に年齢を書き込むところはな

いということですかね。 

 

【事務局】  ございません。 

 

【井手会長】 しかし、もしデータとしてあれば、有益な情報になるかもしれませんね。

またそのあたり検討していただければというふうに思います。 

ほかに昨年度の進捗状況につきまして、何かご質問等はございますでしょ

うか。 
福西委員、お願いいたします。 

 

【福西委員】 福西です。 

事務局さん、一点教えてください。この資料の中での達成率なのですけれ

ども、これはどの数値に対する達成率と見させていただいたらいいのですか。

教えていただきたいと思います。 
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【井手会長】 お願いします。 

 

【事務局】  はい。達成率の出し方ですけれども、計画策定時の数値と平成26年の数値、

それから目標値ですね。この三つを使って計算しております。その目標値に

対してどれだけ増えたかというのを計画時の数値をゼロとしまして、そこか

ら平成26年は何％増えていると、そういうような出し方をしております。単

純に目標面積と今の数字だけで何％というふうには出してはおりません。 

 

【福西委員】 はい、分かりました。 

 

【井手会長】 よろしいでしょうか。 

 

【福西委員】 単純計算では駄目だということですね。 

 

【井手会長】 はい。確かにちょっと分かりづらいところがあり、理屈の上ではマイナス

もあり得るという達成率になっております。 

いかがでしょうか。ほかにご質問等はございますでしょうか。 
 

【井手会長】 はい、竹山委員。 

 

【竹山委員】 説明の中で聞き漏らしたのかもわからないんですけれど、麦が極端に減っ

ているこの理由は何でしょうか。 

 

【井手会長】 １ページ目の数字ですね。 

 

【事務局】  特に理由は把握しておりませんが、申請が26年度は１反しかなかったとい

うようなことと考えています。 

 

【井手会長】 どうなんでしょうか。それにしても確かに非常に減少率が大きいので、何

らかの理由が現場のほうにはあるのかもしれませんね。むしろ生産者の皆様

に何か心当たりはありますでしょうか。 

 

【竹山委員】 確かに麦をこだわりで栽培するのはかなり厳しいかと思うので、このもと

もとあった15ha規模の申請者数は、例えば１経営体で、そういったところで

減ったんじゃないかなって僕は勝手に想像しているのですけど。幾つもの組

織が、麦の場合は取り組めるわけがではないというふうに僕は思っています
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ので。 

 

【事務局】  一点だけ。麦に関しましてはマークを貼って流通するということが基本的

に考えられない作物でございますので、現場段階でも麦のこだわりを頑張っ

て推進というのは正直してない状況もございます。 

大豆ですと、大豆のこだわりということで流通したり、あるいは最終的に

こだわりの豆腐になったりとか、そういうこともあるんですけれど、麦につ

いては、そういう意味で積極推進していない結果がこういう形にもあらわれ

てきているのかなと思います。 
どの産地が昨年申請しておられて止められたというのは承知はしていない

んですけれども、現場段階でいえば、そういう推進の状況にもよるのかなと

思っております。 
 

【井手会長】 はい。それにしても確かに全体の中で特に麦が突出して減っていますので、

もし可能であれば、この理由について事務局のほうで調べられる範囲で調べ

ていただければというふうに思います。 

よろしいでしょうか。 
そうしましたら、次に移らせていただきます。もし後でお気付きになられ

て、もとに戻った形の質問でも結構です。 
そうしましたら、議事の（２）協議事項、「環境こだわり農業推進基本計

画の改定について」「環境こだわり農業推進基本計画の骨子案について」とい

うことでございます。 
こちらにつきましては昨年度末、３月の審議会で継続いただいている委員

の方々からは、取り組むべき方向についていろいろとご意見を伺いました。

今回は事務局にそのときのご意見を整理していただきまして、それに基づい

て、次期基本計画の骨子案を作成していだいたところです。 
そうしましたら、事務局のほうからまずはご説明をお願いいたします。 

 

（２）協議事項 

   環境こだわり農業推進基本計画の改定について 

   環境こだわり農業推進基本計画の骨子案について 

 

【事務局】  資料に基づき説明。 

 

【井手会長】 はい、ありがとうございました。 

これからご意見を伺っていきたいと思いますが、その前にどうしても計画



- 8 - 
 

というものは、性格的に中身が網羅的にあれもこれもという内容になります

ので、前の計画と何が最も違うんだという点につきまして、ちょっとわかり

づらい点もあるかと思います。そこで、あえてですが、事務局のほうで特に

前回の計画からここを大きく変えたというところを、もう一回強調してもら

えますでしょうか。 
 

【事務局】  はい。 

特に次の計画で力を入れたいというところにつきまして、繰り返しになり

ますが、ご説明申し上げます。４ページをごらんいただきたいと思います。 

前回の計画から発展させていきたいというところにつきまして、まず視点

１の生産の部分につきましては、施策の方向の真ん中の欄の四つ目、安全・

安心、さらなる環境への負荷削減を推進するため、有機農業の取組について

も支援をしていきたいことです。こだわり農業が柱であることは変わりませ

んけれども、有機農業につきましても支援をしていくという考え方を出させ

ていただきたいというのが、視点１の新たな考え方でございます。 
視点２の流通・販売につきましての力を入れていきたいというのが三つ目

の丸でございます。環境こだわり農産物を増やしていくことはもちろんでご

ざいますけれども、加工品において積極的な活用、新たな開発を進めていき

たいということで、加工品に力を入れていきたいというのが視点２の新たな

部分です。 
それから視点３、消費に関しましては、一番上の丸、消費者に分かりやす

い表示、あるいはＰＲということで、今までの環境こだわり農業、環境こだ

わり農産物マークにつきましても、あるいは「ｅａｔ ｅｃｏ」のＰＲ方法

につきましても、もう一度、消費者に理解してもらえるよう、訴えられるよ

うと言いましょうか、分かりやすさを原点に工夫をするような計画にしたい

なということが、新たな視点でございます。 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございました。それでは、ご意見を伺いたいと思います。 
はい。そうしましたら、廣田委員。 

 

【廣田委員】 今日、この後、また違う会議があるので退席させていただくので、先に意

見を言わせていただいて申し訳ありません。 

昨年度に学校給食に「みずかがみ」を無償で提供いただきました。県内の

全部の子供たちがそれをいただきまして、また「みずかがみ」のクリアファ

イルをみんながいただいたという取組があったと思うのです。 
そのときに給食の献立を立てる栄養士たちもそうなのですけれど、なぜ急
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に「みずかがみ」のお米を出していただけるのかとか、そういうＰＲという

のですかね、子供たちは確かに「みずかがみ」のクリアファイルを自宅に持

って帰ったのだけれども、では、そのときにアンケートがあったのかとか、

いつも食べていたお米とどう違ったのかとか、もう少し突っ込んだところが

なくて、ただ、守山小学校で給食だよりのところに何日は「みずかがみ」の

お米をいただき、提供しましたという一文を入れたのです。 

ほかの市はどうだったのかというのもまだ調査できていませんが、給食会

を通じてそういう取組があったということで考えますと、３年、４年ぐらい

前にびわ湖の日ということで県魚連さん、漁業組合さんから小鮎の無償提供

が１回ありました。その後、びわ湖の日というのが学校で定着して、７月１

日には小鮎を使うという市町村が大変多くなっています。 
やっぱりせっかくいただいて次年度に継続して使っていける、そしてそれ

がおいしいから家庭にも波及効果がある。給食ってたくさんの子供が食べて

いるので、「今日、「みずかがみ」のお米を食べておいしかった」と子供が

帰って言えば、次にまた消費につながるんじゃないかなと。せっかくすごく

お金をかけて、実は私もなんですが、どこからいただいたのかが明確になっ

ていない。そういうような現状で子供たちに伝えていくという食育を広める

というのがとても難しいので、やっぱりＰＲというところにももう少し力を

いただくとか、子供たちって正直なので、今日のお米違うねって口にする子

も中にはいますし、家で「みずかがみ」を作っているおじいちゃんがいる、

おばちゃんがいるとか話題提供もすごかったのですが、何か残念だったなと。

そうしたことから、今年、何かやっていけたらいいなというふうには個人的

には思っておりました。その点で給食ももう少しお力添えができそうな気が

しますので、その辺もよろしくお願いしたいと思います。 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。貴重なご意見だと思います。ぜひ現場の廣

田先生のような方々と相談の上、せっかく子供たちの給食に出すのであれば

効果があり、かつ継続されるような効率的な方法をとっていただければとい

うふうに思います。ありがとうございます。 

いかかがでしょうか。何でも結構です。どういった切り口からでも。 
 

【永井委員】 はい。 

 

【井手会長】 はい、そうしましたら永井委員、お願いできますでしょうか。 

 

【永井委員】 こだわり農産物をたくさんみんなに食べてもらおうと思ったら、やっぱり
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一番は給食だと思っています。特に滋賀県はお米に一番取り組んでいますの

で、お米は必ず給食で利用してほしいなと私は思っています。 

今の先生のお話でしたら、例えば食べておいしいというよりも、まず食べ

て安心、食べて守るというエコの言葉どおりに、こだわり農業がどういうふ

うにされているかという食育の点から入るべきだと私は思っています。そう

いう意味でも消費者へのＰＲもマークがどういう意味なのかも含めて、こだ

わり農業とはどんなものかということがもっともっと消費者にも、それから

子供たちにも分かるようなＰＲをしてほしいなと思っています。 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。そうですね、特に食育は大切だと思います。 

また、子供たちに分かるように説明ができれば、消費者にも分かってもら

えるのかもしれませんね。 
もう一回、どうぞ。 

 

【永井委員】 大津の小学校には、こだわり農業のビデオが小学４年、５年生用に配布さ

れていて、教育の中で見られているのです。だから、むしろ大人よりも子供

のほうが知っていると思います。 

 

【井手会長】 たしか県が１年か２年前に作成されたビデオが。 

 

【永井委員】 はい、そうですね。それから、市民センターなんかにもあります。 

 

【井手会長】 廣田先生、今の件につきまして。 

 

【廣田委員】 今のビデオの件なのですが、食のブランド課さんが作られた社会科の副教

材として県内の全部の小学校にいただいておりまして、フローティングスク

ールに行って水環境を学ぶ前にその辺を学習というので入れていますが、学

校は、いただいたときはみんな目新しくてやるのですけれども、だんだんそ

れが風化していくというか、なかなか難しくて、時々突いていただくと学校

のほうはその活用を進めていけるかなというのと、もう一点、大変うれしい

ことに今年度から県の給食会の取扱米の中に、環境こだわり米はずっと入っ

ていたのですけれど、「みずかがみ」も入るようになったと伺っておりますの

で、また使う人たちも増えてくると思います。 

ただ、価格の問題等もいろいろ市町によってはあると思うのですが、いい

ものをできるだけ子供たちに出したいという思いは一緒ですので、その辺も

いろんなところにＰＲをいただけたら。今おっしゃっていただいたように、
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船に乗ると実際に全て琵琶湖のものを食べたりとかということでこだわって

やっていますので、そのあたりにもぜひご指導いただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。そうですね。滋賀県には琵琶湖でのうみの

この環境学習、体験学習というプログラムがありますので、ぜひそういった

ところとも連携ができれば効果的ではないかというふうに思います。 

いかがでしょうか。ほかの視点からでも。 
 

【竹山委員】 ちょっと感じたところを。 

 

【井手会長】 では、竹山委員、その次に中谷委員。 

 

【竹山委員】 この会議は、推進条例の中に位置付けています審議会ということで、理解

させてもらったらよろしいのですよね。 

私も平成13年の認証制度が始まってからずっと、米についても野菜につい

ても果物についてもやらせていただいているのですけれども、条例が15年に

制定されて、それから16年、17年と結構な伸び率となっていて、その当時、

今から言いましたら10年ぐらい前ですか、こだわり農業をどうやって拡大し

ていこうかというような会議等に、たくさん顔を突っ込ませていただいたこ

とを思い出しておりました。 
改めまして、たまたま指導農業士会の充て職ということでこの委員を仰せ

つかって、久しぶりにこのこだわり農業の会議に10年振りぐらいに出たかな

というふうに思っています。それぐらい私の中ではもう当たり前のような感

覚でおったのですけれども、その中で今回こういった計画、今後の方向とい

うことで今説明されましたおおむね５年間を想定と。その中で会長が新たに

付け加えられたポイントは何ですかということで、事務局さんのほうがおっ

しゃられました。 
ちょっとまだ手ぬるいかなというふうには感じておったのですけれども、

たちまち環直の交付金の支払制度、これは国によるものでありまして滋賀県

さんが決めているものではないと思うので、結構生産現場、生産者のほうで

は環直の交付金の支払い制度のメニューの難しさというのが、一般の農家さ

んにとっては訳が分からない状態になっているのと違うかなと。今年あたり

見させてもらっても、16項目から17項目ある中であの項目をクリアしていこ

うとすると、県の認証制度はとれるけれども交付金はもらえないよというよ

うなものも中にはあるかと思います。以前でしたら平成18年か19年に農地・
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水・環境保全向上対策の１階部分、２階部分があった時代、２階部分でこだ

わり農業の交付金を地域を通じて申請していた。その当時でしたら地域での

まとまり要件とか、こういったものがあったと思うのですね。それが５年間

たって、ちょっと私もはっきりした年度は覚えてないんですけれども、平成

23年か24年ぐらいに環直が始まったんじゃないかなと思っています。 
それから、地域のまとまり要件とかそういったものが外された中で、それ

まででしたら何とか地域でまとまって、こだわり農業をこの品目で何割以上

しなければいけないというような要件もあったと思うんですけども、この環

直の交付金の支払制度が今もう３年目か４年目となると思うんですけれども、

いつまで国の対策は続くんでしょうかね。滋賀県さんの計画ではこれから５

年とは書いている中で、一番に環直のうたい文句が入っている。これ合って

いるのかどうかというのが一つ質問です。 
その環直の支払いのメニューの中ででも、先ほどポイントは有機農業です

よ云々という説明がありましたけれども、普通に環直のメニューの中にも有

機農業の推進とかそういったことはうたわれていますので、改めてここでポ

イントとして上げられても力がないんじゃないなというように思います。 
以上です。 

 

【井手会長】 私の理解として、質問のポイントとしまして、国のこの制度、今後どうな

るのか、それに対して県としてどういうふうに対応していくかという点が一

つ。 

それと、それに併せまして今一度、今回有機農業を取り入れた意図のとこ

ろを事務局のほうからもう一回、ご説明していただいたほうがよろしいかな

というふうに思いますが、いかがでしょうか。 
 

【事務局】  お答えさせていただきます。 

おっしゃるように、平成 19 年度から農村まるごと保全対策ができまして、

集落ぐるみでやっていこうとなっていました。それが平成 23年度から今、環

直とおっしゃいましたけれども、環境保全型農業直接支払いという制度に変

わりまして、個人単位で支援するということになりました。 
本年度、平成27年度から環境保全型農業直接支払交付金は変わらないので

すけれども、先ほど部長の挨拶にありましたように、農業の多面的機能の発

揮のための法律が施行されまして、その法律の中に今申しました交付金が位

置付けられましたので、法に基づく交付金として法律がある限りは続くとい

うことになります。ですので、県としましては法律に基づく交付金を、うま

く活用しながら、こだわり農業を増やしていきたいという考えでございます
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し、農家の方々も、竹山さんがご心配のように、政権が変わったり、制度が

変わるたびにヒヤヒヤすることなく、法律ができたわけですから、法律に基

づく交付金で安定した支援が受けられるということで、我々もその部分をＰ

Ｒしながら進めていきたいと思っております。 
あと、国の支援で、今年からちょっと変更されたのは、先ほど個人単位と

申しましたけども、今年度から産地単位で支援をしましょうという考え方に

国も少し見直しをしてきています。ばらばらではなくて、計画にも書いてい

ますように、まとまってくださいねと。できるだけまとまって面的に広がっ

た形で取り組んでくださいねという考え方に、少し制度を変えてきておられ

ます。そういう点も含めまして、できるだけ組織を作ってもらって、まとま

った形で取り組んでいただくように今年度の初めから頑張って推進をしてい

るところでございます。 
ただ、個人は支援を受けられないかということではなくて、それには特例

措置も設けられておりますので、広く支援をしつつ組織化を進めているとい

うのが今年度からのスタンスであるということで、ご理解いただきたいと思

います。 
それから、有機農業につきましては、おっしゃるとおり、国の環境直接支

払いのメニューの一つに入っておりますので、方針が大きく変わるかという

と変わりません。 
ただ、環境こだわり農業を進めていく中で有機農業、一歩進んだ取組も滋

賀県としては見据えてといいましょうか、そういう方向もこれから表に出し

ながら支援をしていく、環境こだわり農業を頑張っていただいているのはも

ちろん頑張っていただく、さらにもう一歩頑張る方も言葉に出して支援とい

いましょうか、そういう方向で進めていければなということで今回、表に出

させていただいたということでございます。 

以上です。 
 

【井手会長】 私の理解としては、従来まで、県は環境こだわりというのは100人の１歩で

あって、有機農業のように一人の100歩ではない、５割削減でより多くの農家

の方が取り組めるのが環境こだわりだ、そこが有機とは違うんだ、という説

明の仕方をずっとされてきたと思います。それを今の時代ですから広い意味

で環境こだわりの中にも有機を捉えていこう……。もともと環境こだわりと

して、５割削減といっていますが、実際は、安治さんを含むいくつかの地域

で７割削減に取り組んでおられますよね。そういった中で、環境こだわりの

中で異なる削減率の取り組み全体を捉え直していく意図というふうに私は理

解しております。 
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ただ、そこでやはり、環境こだわりの中での差別化というのがまた必要に

なるのではないかなと。同じ環境こだわりの中に、有機の立場から言うと、

５割削減と同じラベルを貼られると逆に不公平だと思われるでしょうから。

そういった意味で、差別化とセットのお話だというふうに私は理解しており

ます。 
竹山委員、今の事務局から御説明でよろしいでしょうか。 
そうしましたら、中谷委員のほうから。 

 

【中谷委員】 中谷と申します。 

私事ではあるのですけれど、私は趣味でマラソンと自転車レースをしてい

るのですが、いろんな大会に出ておりまして守山市の自転車レース及び彦根

市のシティマラソン、守山市のハーフマラソンも出ておりました。そこで、

彦根市に至っては参加者が4000名近くおられます。そこで上位入賞者だった

と思うのですけれど、「みずかがみ」が配られていたのですね。多分、守山

市の自転車レースでも配られておりました。参加者のパンフレットにも広告

が載っていたように思います。そこはよくＰＲはされているなとは思いまし

た。 
そこで生産者としてなんですが、環境こだわり農産物に限定されている需

要は、そういったＰＲによって増加したのか、また生産者のほうの供給のほ

うは追い付いているのかということをちょっと。 
 

【井手会長】 「みずかがみ」での話ですか。 

 

【中谷委員】 そうです。 

 

【井手会長】 事務局のほう、お答えいただけますでしょうか。 

 

【事務局】  農業経営課の臼居でございます。ご苦労様でございます。 

「みずかがみ」につきましては、今年度で推進をして３年目を迎えます。

26年度は1000ha、27年度、今年度についてはほぼ2000haの作付けをいただい

ているところでございます。テレビコマーシャル等もしまして、おいしいと

いうことと環境こだわり栽培ということもございまして、消費者の評価はか

なり高いというふうに我々は思っております。26年度からは関西エリアにも

出しておりますけれども、26年度は1000haで約5000ｔということで十分な量

ではございませんでしたので、現在買おうと思うとなかなか買えないという

ことでございます。今年は倍になりますので、より多くの皆さんに買ってい
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ただけるということを期待しております。 
 

【中谷委員】 はい、ありがとうございました。 

 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

藤栄委員、よろしくお願いします。 
 

【藤栄委員】 今、施策の方向とかそういったところについて何かコメントがあればとい

うことでよろしいですね。 

 

【井手会長】 ぜひお願いします。 

 

【藤栄委員】 はい。拝見させていただいて、環境こだわり農産物の視点２の流通・販売

に係るところなのですけれども、環境こだわり農産物の付加価値の向上のと

ころで、販売店舗において環境こだわり農産物コーナー設置を促進しますと

書かれているのですけれども、これは県内にそういったものを設置するとい

うことをこれからも支援していこうというお考えなのかということと、もう

一つはここの欄について拝見させていただいて感じたことなのですけれども、

一体誰がこだわり農産物を高く評価している、つまり付加価値の向上という

のに結び付けるのであれば、高く評価する人たちに売っていかないと付加価

値の向上にはつながらないわけですね。 

そういった意味で誰がこだわり農産物を高く評価していて、どういった人

をターゲットにして販売を促進していこうとしているのかがやや見えにくい

のかなと。つまり、ターゲットがどこにあるのかということについて何とな

く絞られてなくて、何となく全体に平均的に何かこうＰＲをすればいいんじ

ゃないのというようなニュアンスに受け取れるのですけれども、このあたり

いかがでしょうか。 
 

【井手会長】 事務局、お願いできますでしょうか。 

 

【事務局】  お答えします。こだわり農産物コーナーにつきましては、県内の直売所等

を考えております。あるいは、ご協力いただけるスーパー等を考えています。 

ご承知のとおり、滋賀県は水田県でございますので、とれた農産物を県外

まで出せるのは今のところお米のみでございます。ざっと計算しますと、県

民が全部食べる量の倍生産しておりますので、少なくとも半分はよその県で

食べてもらわなきゃいけないということで、ＰＲのところにもございますよ
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うに、お米につきましては京阪神を中心に積極的にＰＲをしていきたい、京

阪神は琵琶湖の水も飲んでいただいているということで、そういうことを売

りに、お米につきましては京阪神の消費者に頑張ってＰＲをさせていただき

たいと考えています。 
それから、園芸作物につきましては、滋賀県は、園芸品目が大変少なくご

ざいますので、野菜、果物をぜひともこだわりで作っていただいて、それを

県内の消費者に食べていただきたいと。直売所とかスーパーとかでできるだ

けこだわりコーナーを設けていただくなどしまして、県内の方にこだわり野

菜、こだわり果物を手にとっていただきたいなと、そういう方向で進めてま

いりたいという思いを事務局としてはしているところでございます。 
 

【井手会長】 藤栄委員、よろしいでしょうか。 

そうしましたら、藤栄委員、もう一回。その後、福西委員。 
 

【藤栄委員】 余計なことかもしれないですけれど、こういった環境保全的な農産物とい

うのを評価する消費者というのは、一般的にはやや所得の高い層であって、

子育てを終えた50代、60代の女性がそういった農産物を評価するということ

について、いろんな研究から結果が出ていますので、いろんなところにＰＲ

をしていくというのはとても重要なことだと思うんですけれども、一方でそ

れには非常にコストがかかるという問題もありますので、より需要を掘り起

こせるような選択的な配置、ＰＲの仕方というのももう一方で考えたほうが

より効果的になるんじゃないかと少し思いました。 

 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。ターゲットをもっと明確に絞るべきという

ご意見ですね。 

はい、福西委員、お願いいたします。 
 

【福西委員】 はい。今、先生がお聞きになったのと似通った事務局さんに対する質問と

お願いです。 

まず全般的に、先ほどからの説明等々、お聞きさせていただきながら、こ

んなことを言ったら叱られるかもわかりませんけども、前知事さんのときも

そうだった、今の知事さんについても、もうひとつ、何か産業政策について

は薄いなという感じがするんですよ。なるほど地域政策とか福祉とかという

点につきましては非常に厚く、あるいは方向性を持っておられるような感じ

がするんですが、特に産業の中でも農業について流通と商品の段階について

はＰＲされるんですけども、私は生産者サイドで、竹山さんとかプロの方も
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おられますが、県のほうで十二分に検討いただきたいなと思います点が実は

１点ございます。 
滋賀県は水田が農地の中に占める割合がほとんどで、水田でとれる作物で

一番ベターなもの、あるいはベストなものというとやっぱりお米なんですね。

この米を作り続けることが滋賀の農業の継続性だろうと思っているのですけ

れども、政府のほうで、米につきましても生産コストを今後10年間で40％下

げてくださいよというが出てきました。それに対してどういう施策が今後、

国から出てくるのかはまだ未確定ですが、そういった国の施策を県として的

確に捉まえていただき、滋賀県としてはこうなればこうやるんだよと明確に

きつく打ち出していただきたいなと、今、本当に強く思っています。 
部長にお出会いさせていただいて、部長は地域政策は得意中の得意でござ

いますから、そこに産業政策を付加していただいて、滋賀県の農政はこれだ

というものを打ち出していただきたいと思います。何度も申し上げますが、

お米の生産コストを40％削減して、こだわり農業の栽培方法でやっていける

のかなど。 
先ほど藤栄先生もおっしゃいましたように、それを買っていただく消費者

や、あるいは流通段階で、それだけの生産コストをカバーしていただけるの

かどうか、恐らくこれからの検討課題になってくるんだろうと思いますので、

滋賀県のほうで十二分にそこらをとらまえていただいて、我々生産者サイド

にご指導賜りたいなということをお願い申し上げて、ご意見とさせていただ

きます。 
以上です。 

 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。計画にどう盛り込むかは別としまして、ご

要望として承らせていただきます。 

永井委員。 
 

【永井委員】 こだわり農産物をターゲットというか、消費者が誰かというところですが、

ほとんどのこだわり農産物は、特に野菜なんかは道の駅とかＪＡの販売所に

行かないと手に入らないというのが実情だと思います。消費者も新しいもの、

新鮮なもの、おいしいものというふうに求めるときには、やっぱり皆さん、

道の駅に行っていると思います。 

ただ、子育てもそうですが、若い人の中には無農薬とか添加物のないもの

とかいう安全なものを求める人かやっぱり多いです。これは中高年だけにか

かわらずだと思います。 
そういう意味で、先ほどからのＰＲの問題なのですが、やっぱりこだわり
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農業という農産物のマークもそうですし、それからエコマークもそうですが、

見ただけでは分からない。だから、「おいしが うれしが」とどう違うんだ

とよく言われますが、私、やっぱり半分に抑えているという、この半分がい

かに大事、大変かということも含めてなのですが、もっとそのことをきちん

と言葉で目に止まるようなＰＲをしていただきたいなと思うんですね。 
例えば、田んぼに行ってもこだわり農産物のマークのついた看板は下のほ

うにありますよね。小さく。ああ、あるなというふうに発見しても、これが

何なのかということは全く分からない。 
だから、お金はかかるかもわからないのですが、やっぱり一つ一つの田ん

ぼとは言いませんが、１カ所でもいいですからその地域にきちんと「このマ

ークはこんなふうにして農業をやっています」という認証マークの大変さみ

たいな、ポスターとか冊子に入っているような文句をきちんと目に止まるよ

うなＰＲもする必要があるなと思うのです。それから、販売所にもそれが必

要だなと。「しています、しています」と言いますが、私たち消費者はその

マークを見ただけではわからない。 
冊子なんか置いていても取らないのですよね。それを読まなければ分から

ないというのでは、とてもＰＲにはならないんじゃないかなと思います。実

際に一昨日ですか、ピアザ淡海で食育セミナーがあったときの350人ぐらい

の参加者の中で、こだわり農業の冊子も机に置いていたのですが、献立表は

みんな持っていくけれども冊子は誰も持っていかなかった。持っていってく

ださいというふうにわざわざ言って、このマークはこうなのですよと言った

ら、ああ、そうかという程度なんですね。 
だから、やっぱり頑張っている生産者に対してでも、その付加価値を付け

るという意味でも、販売しているところ、それから畑、田んぼにももう少し

目にとまるようなきちんと、ああ、これはこういうふうな農業をされている

んだというふうなＰＲの仕方を県としては検討していただきたいなと思いま

す。 
それからもう一点、加工食品なのですが、イチゴのジャムを作っている方

がこだわりの認証マークをもらおうと思ったら本当に大変なんだと、そうい

うことをおっしゃっていました。 
ただ私たちとしては、例えばお米と大豆の加工であるお味噌とかお豆腐と

かいうのはとても欲しいので、この辺も検討していただくとありがたいなと

思います。 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。大きく２点、ご提案をいただいたというふ

うに思っております。いずれの点も大事な点だと思いますので、ぜひ事務局
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のほうで計画のほうに反映していただければというふうに思います。 

いかがでしょうか。岡本委員、よろしくお願いします。 
 

【岡本委員】 少し永井さんと重複するかもしれませんけれども、環境こだわりと聞けば

環境にこだわっているんだなというのは分かるんです。でも、意外と今の人

って数字であらわしたらどうなのということで、数字というのが結構、皆さ

んへの理解力というか、今おっしゃったように、普通の慣行栽培の２割減と

いうのが、それでもすごいねというんですが、５割っていうのはなかなかで

きるようでできない。そこの５割のところをもう少しＰＲされてはいかがな

のかなと思いました。表示内容を工夫するなどというところがどのような形

で工夫されるのかなというのを少し伺いたいなというふうに思います。 

うちの生協でも「みずかがみ」が出ていますということで、ここ一月半ぐ

らいで２回共同購入に出ていたのですね。５㎏で、スーパープライスなので

適正価格かどうか分かりませんけれども、税抜で1480円でしたので、決して

めちゃめちゃ高いということではないかなと思います。特に若い方は全く安

全・安心にこだわらないという方もいらっしゃるとは思いますが、意外と毎

日食べる米に関しては非常に皆さん、安全なものにこだわっておられますの

で、ぜひそこのところを情報提供していただけたらと思います。 
私は生協の組合員ですので、特に私の生協ではフードプランというものを

しておりますと、やはり減農薬だとか、それから環境に優しい農作物という

ものに非常に関心を持っている方が多いです。多少、価格が高くてもそれを

購入したいという人たちは老若男女、こだわりませんので、ぜひ非常にこだ

わっていますよ、環境にもしっかりと優しい農業をしていますよというとこ

ろをぜひこのＰＲの中というか、表示内容のところで工夫していただけたら

なと思いました。 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。 

事務局としての腹案はまた今後の議論の中でお聞きするとして、ご意見と

して賜りました。 
いかがでしょうか。表示という意味ではおっしゃるとおり、できるだけ目

立つこと、それから一目見て内容が分かることというのが大事になります

ね。 
あと一点、永井委員のご発言の中にもありましたが、「おいしが うれしが」

とどこが違うのと。当初は、県のほうも違いの仕分けをされていましたが、

よくよく聞くと、最近ではその仕分けも怪しくなってきていますよね。「お

いしが うれしが」は地産地消と言っていましたが、最近はできたら県内産
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の農作物を県外にも売りたいということも考えておられるようで。そうする

と、いよいよもって「おいしが うれしが」と環境こだわりが二つあるとい

うのは、これはブランド戦略的として非常にまずいそうです。何かが二つあ

るというのはフォーカスがぼけてしまいます。そのあたり、本当にこのまま

今の二本立てでいくのかとか、そういうところも含めて消費者に向けてのＰ

Ｒについては考えていっていただければというふうに思っております。 
いかかがでしょうか。 
立花委員。 

 

【立花委員】 立花と申します。 

今回、ＰＲ、いろいろ力を入れたいというふうに書いてくださっていて、

消費者側としてはぜひとも力を入れていただきたいと思うんですけれども、

いろいろ今日も声が出ていました。聞いていると一応ＰＲといいますか、サ

ンプリングのようなことはされている。給食に「みずかがみ」を出されたり、

いろんな賞レースに出されたりされているんですけれども、ばらまくことだ

けがＰＲではないと思います。私もちょっとＰＲの仕事をしていたので特に

思うのですけれども、ＰＲって必ず購買行動とかのきちんとした数字として

見えてくるものだと思うので、さっきおっしゃったように、現場できちんと

説明を、なぜ「みずかがみ」なのかとか、今日はなぜ「みずかがみ」を配る

のかとか、そういったことを県の皆さんとかが無理だとしても、何かそうい

うふうなインフォメーションも添えて、そういうふうな現場でお米を出して

いただきたいということ。 
あとびわ湖の日にコアユを出されて、その後、ずっと給食で出ていた。そ

ういったような取組というのは、そういう日があるのであればすごく活かす

べきだと思いまして、そのびわ湖の日には滋賀の食材を必ず出すという、全

てその食材であってもいいのかなという、何か一斉にすることというのはす

ごくインパクトがあって話題性にもなるので、そういうところのことも活か

して使われたらどうかということ。 
あと、ＰＲはお金がかかるからとおっしゃっていたのですけれど、ＰＲと

いうのはお金がかかるものでして、私の経験とかで言うと、例えば分かりや

すく言うと、映画なんかで言うと総制作費１億円という映画なんかの場合、

映画の本体を作るのは3000万円で、あと7000万円はＰＲ費だと言われている

ぐらい、ＰＲのほうが実はお金がかかるということで、何かを伝えるという

のは非常にお金がかかるので。でも、かけないで認知ぐらいならやり方は幾

らでもあるので、そういったこともいろんな方を巻き込んでされていかれた

らどうかと思います。 
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あと、実際に私自身も５月に県内の大きなイベントに２回ほど出させてい

ただいて、そのときに環境こだわりのリーフレットをいただいて、配らせて

いただきました。私たち対面でお客様に渡したりしたので、そのときに実際

にどのぐらい皆さんが知っているのだろうということで話させていただくと、

結構知っている方はいらっしゃって、「このポスターは見たことあるわ。」

とかいう方がいらっしゃった。それはいいことだと思うので、さらにその一

歩進んだこともぜひ取り組んでいってほしいなと思います。 

 

【井手会長】 ありがとうございます。いかがでしょうか。 

はい、岡野委員。 
 

【岡野委員】 消費行動というのは、先ほどから安全・安心なものを求められるというよ

うな言葉もあったんですけど、ほとんど多くの方は国産であれば安全・安心

だというのがまず一つの基準にあるように思うんです。そこからまださらに

減農薬というところを求めるのが、先ほどからご意見も出ているように、ち

ょっと所得に余裕がある層になってくるのかなと。 
一方、この商品を買うことで社会が良くなるんだ、環境が良くなるんだと

いうようなエシカルな商品は世代を問わず割と支持されているというような

ことがあるので、先ほどおっしゃったみたいに、目に見えてこれが社会が良

くなるとか環境が良くなる、琵琶湖が良くなるというふうな分かるアピール

ができたらいいという話は、もう前期からもずっと出ていることだと思うん

です。 
そこで思うのが、魚のゆりかご水田であったり、このお米を買うことでそ

ういうものが広がっていくみたいな、何かみんながイメージとして、こうい

う姿のためにこれを消費するという行動がつながるんだよというアピールの

展開がもう少しできたらいいのかなというふうに思います。 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。恐らくは最近よく言われているように、物

語がそこにないとやっぱり消費者に振り向いてもらえないんだと思います。

ぜひそういった形でのＰＲを検討していただければ思います。 

いかがでしょうか。そうしましたら川上さん、お願いできますでしょう

か。 
 

【川上委員代理】 イオンリテールの川上です。 

前回、前々回もそうなんですけれども、栽培面積が増えた、減ったという

話があります。その中で、取組の中で一番重要なものというのは、生産量と



- 22 - 
 

いうのはどうだったのというのが全く見えない。 
例えば、こういう減農薬栽培とかそういうこだわりのやり方をしたときに、

生産量がこの人とこの人とこの人はどれぐらい違って、例えばそういういい

事例を水平展開するとか、そういう取組はないのですかね。 
それともう一つは、ＰＲという話になったんですけれども、これは滋賀県

だけじゃなくて全国で一次産業は、ＰＲは非常に下手なんで、我々は小売か

らやっていくと一番ＰＲでおもしろいのが、大手食品メーカーさんとやると

かそういうのをやると、結構おもしろいんですよね。ものすごく知恵がある

し、そういうことをずっと取り組んでいるので、ここら辺はこの一次産業の

中でＰＲをするというよりは、どこかのメーカーさんの力を借りるという手

もあるんですよね。 
例えば、今でしたら結構キューピーさんであるとかテレビに露出している

ので、そこら辺を使ってやるとかやると、結構早い段階で浸透する可能性が

あると思います。 
もう一つは、僕も何十年来、バイイングというのを今やってないんでちょ

っと忘れたのですけども、やっぱり生産量、このまま栽培をしたときに生産

量がどうなのかと、生活できるのかというのが非常に大事になってくるのだ

ろうというふうに思います。方向性は非常にきれいで美しいのですけれども、

結果として導く具現的な戦略、戦術みたいなものが余り感じられないなとい

うのが感想なんですけれども、その点はどうなんでしょうか。 
 

【井手会長】 最後のほうはご質問ですか。 

 

【川上委員代理】 例えば、生産ですよね。例えば、ずっと見ると面積ばっかりが出てき

て、私は米はあまり得意というか全く分からないので、園芸を見ると、栽培

面積がめちゃくちゃ落ちているんですよね。そういったときに、何で落ちて

いるのかというのが、そこをとらまえていかないと、米が良かったらええん

やという話とはまた違うと思うんで、米もそうだし畑作もそうだし、全体と

してやっぱり考えないと環境という話にはなっていかないので、ここら辺が

どういう具現的な取組をされているのかというのがよく見えないなと思って。 

 

【井手会長】 そうですね。どれぐらいの収量があるかというデータも含めて、一気に消

費者に公開したほうがいいんじゃないかなというふうに思いますね。収量が

悪いというのは、逆にそれだけ苦労してやられているというＰＲにもなりま

すし、今の時代ですから生産者にとってもそういったデータというのは利用

価値があるんじゃないかなと思います。このあたりはご質問ということでし
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たけれども、一応これからの検討事項のひとつというふうに受け止めさせて

いただきます。 

それからもう一点、餅は餅屋ですので、やはりそういったＰＲが上手なと

ころの知恵を借りるというのは大事だと思いますので、このあたりも検討し

ていただければと思います。 
そうしましたら、いかがでしょうか。そろそろ時間もなくなってきました

ので、まだご発言いただいていない委員の皆様に私のほうから指名させてい

ただいてよろしいでしょうか。 
そうしましたら池戸委員、いかがでしょうか。 

 

【池戸委員】 ありがとうございます。池戸です。 

１点、ちょっと気になったところがあるのですけれど、流通・販売のとこ

ろで販売店舗において環境こだわり農産物コーナー設置を促進するというこ

とで、その加工品、基準を見直して加工品の利用販売を促進しますと書いて

あるんです。さっきおっしゃられたと思うのですけれど、この環境こだわり

農産物を加工品にするということが難しいということをおっしゃっていて、

店舗でこのコーナーを設置する場合にどれぐらいの割合で加工品にしていく

のか、どういう販売をしていくのかというのがちょっと気になったのですが、

その点、いかがでしょうか。 
 

【井手会長】 まず、新しい委員の皆様には、環境こだわりの加工品の難しいところがご

理解いただいていないと思いますので、まずそのあたりからご説明いただけ

ますか。 

 

【事務局】  はい、承知しました。 

こちらの棚は、ここ数日で買えるものを買ってこちらへ持ってきたもので

す。加工品が何で厳しいかという会長さんのお話でした。環境こだわり農産

物の認証は平成13年度から始めまして、加工品は平成17年度からスタートし

ています。有機農産物の加工品の基準を取り入れて、その基準にのっとって

やっていますので、環境こだわり農産物が単体で95％以上じゃなきゃ加工品

として認めないという基準を今、定めています。ちょっと分かりにくくて申

し訳ないのですけれど。 

ですので、例えば今、コンビニで近江米のおにぎりを滋賀県、京都で大々

的に販売していただいていますけれども、あのおにぎりの米が環境こだわり

米であっても、環境こだわり農産物の加工品には認定できません。なぜかと

いいますと、おかかとか昆布とかが５％以上の重量で入っておりますので、
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認定できないのです。 

では、何を認定しているのかといいますと、その農産物をつぶしたような

ジャムとか味噌とかお酒とかお餅とか、そういうものしか認定できないとい

うことです。ぜひとも委員の皆様に、ご理解いただければ次回ぐらいにまた

ご相談申し上げて、例えば今のおにぎりですと、こだわり米100％であった

らこだわり加工品でいいじゃないのか、別に海苔とかカツオとかがこだわり

じゃなくてもいいんじゃないかというようなことを、できれば次回以降、ご

議論いただきたいなと考えております。現場からも今お話があったように、

そういった声が強く出ておりますので、そのもの単体はこだわりだったらこ

だわり加工品として認めていったらいいんじゃないかなというようなことを

ご審議いただければということでございます。これまで承認しているは、お

酒とかも含めて61品目ございます。 

先ほど申しましたように、もともと園芸品目のこだわり農産物自体の栽培

が少なくございますので、加工品もまだどこの直売所に行っても、いつでも

目に付くということはなかなかございません。ぜひともこだわり農産物も増

やし、それから加工品も増やして直売所さんとかスーパーさんで一角がこだ

わりコーナーというようなものが設けられるように目指していきたいなと考

えています。 

現在、こだわりコーナーをお持ちいただいている直売所さんは、守山市と

東近江の八日市の２カ所のみということで、ぜひとも消費者の方々がこだわ

りを選んで買い求めていただけるようなまとまった場所、そのためにはまず

量を増やしていかなければいけないんですけれども、そういうような取組も

頑張っていければなという思いを持っているということでございます。 
 

【井手会長】 一言捕捉しますと、私が会長になる前の審議会で１回、事務局のほうから

加工品に関する基準を少し緩める提案があったそうです。しかし、議論が沸

騰しまして、「いいんじゃないか」というご意見もあれば、「それを引き下げ

ることによって環境こだわりとしての信頼度が落ちるんじゃないか」という

ご意見もありまして、提案として流れたと理解しています。要するに、その

ために95％のままでずっと今まで来ているということでありますので、その

意味も含めて事務局としては今回ぜひ、加工食品の利用について、もっと促

進できるような形を検討したいということだというふうに理解しております。 

ということですので、そういうハードルもありますが、ぜひ加工品を含め

たコーナーの実現をということのようです。 
池戸委員、よろしいですか。 
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【池戸委員】 はい。 

 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。筒居委員、何かご意見をお願いできますで

しょうか。お願いします。 

 

【筒居委員】 まだ委員に入って浅いので、検討違いな意見を言ったらどうしようかなと

思いながら。 

もしあったら申し訳ないのですけれど、こだわり農業に関しての各地域の

取組、成功とか失敗談を含めて随時発信していくシステムがあったらありが

たいなというのと、環境こだわりに取り組んだ結果、どういう変化があった

というのを生産者のほうにいろいろ発信していただけたら、こっちも意識の

向上につながるのではないかなと思いました。 
また、新規就農者研修等で環境こだわりについても講義みたいなものを、

興味を持ってもらえるような機会の一つとして設けられたらありがたいなと

いうのはあります。 
以上です。 

 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。具体的なご提案を二ついただきました。ぜ

ひ両方、事務局の方で検討いただければと思います。 

そうですね。顔が見えるといいますか、実際、失敗事例も含めてそれを発

信することがほかの生産者にも役に立ちますし、消費者にとっても非常に身

近に感じますよね。ぜひそういったことも含めて考えていただければと思い

ます。 
そうしましたら中井委員、ご発言をお願いできますでしょうか。 

 

【中井委員】 市場からです。市場のほうからまずお願いしたいのは、前回もお願いして

いましたけれども、結局先ほど川上さんのほうからもありました生産量、量

があって安定供給、これをやっていかないと売場が構築できない。特に野菜、

果物、こういったものもそうなんですよね。 

それと、じゃ、環境こだわりと慣行と滋賀県で作った場合の数字であらわ

す経営指標を明確に農家さんにお伝えして、環境こだわりはこうですよ、慣

行はこうですよというところを先ほども数字であらわしたほうがいいですよ

というお話がありましたけれども、そういったところも目に見えるように数

字にあらわされたらどうなのかなという思いがありました。 
それとコーナー化。我々、市場としましてもできるだけ消費者に認知いた

だけるようにコーナー化をお願いするわけですけれども、やはり買受金額と



- 26 - 
 

いうのは、プロの川上さんがおいでの中で市場が云々というのはどうなのか

なとは思いますけれど、お客さんが「環境こだわりの野菜があるな」とそこ

へちゃんと立ち止まってくれるのか、あと先ほどもリーフレットとかパンフ

レットの話がありましたけれど、目で見て認める、視認率が向上しているの

かどうか、こういったものが確実にカウントとなって初めて量販の売上にな

るわけですから、この辺のあわらし方をもう少し工夫されてもいいんじゃな

いかなというふうにも考えます。 
市場としては、まず生産量を増やしていただきたい。これについては、

我々市場側からも情報を発信して一緒になってやっていかせてもらいますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 
以上でございます。 

 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。ぜひ今のような形でお願いできればと思い

ます。量の問題、数値としてきちっと出すということですね。経営指標など

も出してはどうかというふうなご意見で、これも先ほど失敗例、成功例と同

じようなことだろうとは思いますが、ぜひそういったところも積極的に発信

していっていただければというふうに思います。 

もう一つは、やはり中井委員がおっしゃっていただいたように、協力して

いきましょうと言っていただける流通の方もおられるわけです。一つは、施

策の方向の中で私のほうが要るんじゃないかということで、三つの視点にプ

ラスアルファでもう一つ、視点を超えたところというものを入れさせていた

だきました。例えば、生産に携わっている農家の方と消費者、流通の方と生

産農家の方あるいは消費者、そういった人と人が出会える、環境こだわりの

推進に関していろんな場を共有できるようなことも考えていただければいい

んじゃないかなというふうに思っております。 
一通り、ご意見はいただいたと思います。いかがでしょうか。まだ少しお

時間の方はございます。 
では、まず藤江委員、その次に永井委員にお願いします。 

 

【藤栄委員】 お時間をおとりして申し訳ありません。先ほど筒居委員がおっしゃったこ

だわり農業に取り組むことによる効果についてどうなのかということについ

て、実は私はちょっと研究で調べたことがありまして、参考までにその効果

をお伝えてしておこうと思います。 

これは、こだわり農業に取り組むことによってどういった営農面での効果

があったのかということについて調べたのですけれども、一つは取り組むこ

とによって経営規模を拡大しようとする意欲が高まっているということが一
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つ。あと販売経路が増えるということ、直接販売をしようとする意向が高ま

ると、こういった結果が、つまり取り組むことによる営農面での効果という

のが研究結果としては出ているということを参考までにお伝えしておきま

す。 
 

【井手会長】 はい、ありがとうございます。藤栄委員は、県内の環境こだわりについて

ご研究をされていますので、ぜひ事務局は、そういった研究結果についても、

より一般の方々に分かるような形で情報提供していただければと思います。 

そうしましたら、永井委員。 
 

【永井委員】 こだわり滋賀ネットワークでは、平成19年からこだわり滋賀ネットワーク

としてコーディネーター養成講座というのをやっていたのですね。年に５回

シリーズで、４回出席したら卒業というのがありました。今年は会員さんの

スキルアップをしようということで、初めての方対象ではなくて、どなたで

もと、特に会員のスキルアップのための講座をやっています。実際にこだわ

り農業をやっている人のところを訪問したり、どんな苦労があるのかとか、

それこそ失敗談もあると思うんですが、そういう講座を開いています。 

あと私たちは、県内四つの支部に分かれて活動するようになりました。そ

れが７年目になります。そういうところでもできるだけこだわり農業のこと、

こだわりの農家さんのことを知り、皆さんに伝えていくという活動を細々で

すが展開しているので、一緒にやっていけたらいいなと思います。 
 

【井手会長】 ありがとうございます。結構、環境こだわりのサポーターは潜在的には多

いのではないかと思っております。ぜひそういった方々と連携できるような

形を模索していただければというふうに思っております。 

いかがでしょうか。あと１件か２件はいける気もしますが、よろしいでし

ょうか。 
はい。そうしましたら、本日としましては一通りご意見をいただけたよう

ですので、議論としてはこのあたりで終了させていただきます。事務局にお

かれましては本日、いただきましたいろんなご意見をもとに、この骨子案か

ら原案の形に整理していっていただければというふうに思います。また、原

案の形になりますと、もう少し具体も見えてくると思いますので、そこにつ

きましてまた再び皆さんからいろんなご意見をいただければというふうに思

っております。 
最後に私の方から、何回か申し上げていますが、環境こだわりのブランド

化、結構だと思います。結構なんですが、ぜひブランド化と同時にプライド
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化も推し進めていっていただきたい。要するに、環境こだわりをやるという

ことが生産者にとって誇りとなり、扱うということが流通、販売の方にとっ

ての誇りであり、またそれを買うということが誇りとなるような、そういっ

た意味でのブランドにぜひ育てていっていただければというふうに思ってお

ります。ぜひそういった形の方向性を目指せるような基本計画にしていただ

ければというふうに思います。 
そうしましたら、本日はご議論ありがとうございました。以上で司会を事

務局のほうにお戻しします。 
 

（了） 


